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日本共産党野洲市委員会 
２００８年１２月２２日 №１６６ 

 小菅六雄 (電話・FAX）589-4971 （メール）shgdy177@ybb.ne.jp  
野並享子 (電話・FAX）587-0985 （メール）no73kyo_ko@ybb.ne.jp  
太田健一 (電話・FAX）588-3169 （メール）ｋｅｎｓａｎ.ｗｏｒｌｄ２１＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 

 村田製作所は１９日、野洲事業所と八日市事業所の派遣社員１３０名の

雇用を更新しないことを明らかにしました。年末間際になって、景気悪化を

理由に大量の労働者を“雇い止め”にして路頭に迷わすこのような大企業

の横暴は許されません。 

 日本共産党は１２月野洲市定例議会でも市長に、市内企業の実態調査

と雇用を守る指導を求めてきました。力をあわせともにがんばりましょう。 

 年末のこの時期、突然の“雇い止め”で仕事も家も一度に失います。正社員のみなさんと同

じ仕事をしてきた非正規社員を、真冬の路上に放り出すことは人道にも反し許されません。 

 契約途中はもちろん、正社員と働き方が「実質的に異ならない」場合や、長く働ける状況が

ある場合にもかかわらず“雇い止め”は「期限がきたから」と言っても乱用すれば違法です。 

 景気悪化を理由にした解雇や“雇い止め”は許せません。大企業には雇用を維持するだけの

体力は十分あります。同時に、働く人々やその地域への社会的責任を果たすべきです。 

 労働組合をつくり、裁判をおこしたいすゞ自動車栃木工

場、藤沢工場の期間工。４人で労組にはいり、寮退去を撤
回させた大分キヤノンの請負労働者。２０代３人でユニオ

ンを結成した日産ディーゼルの派遣労働者…。いま全国各
地で労働者がたちあがり反撃しています。 


